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＜連絡事項＞　
・1月2日（月）、床屋は休みとなります。

・年末、年始の定期薬について。

H28.12.28からの服用分は12.27午前（8：30以降）、

H29.1．4からの服用分は12.29午後（15：00以降）に病棟に渡します。

処方箋は一週間分ずつの記載となりますので、周知願います。

＜入室状況＞
・中居　松男様～東A14→東A10へ部屋移動。

・大久保　光男様～東A10→東A14へ部屋移動。

・掘込　孫四郎様～東C5→南Cへ転出。

・磯島　貴広様～東B1→西Bへ転出。

・馬場　清様～東B1へ入院。

＜患者様連絡事項＞

・續石　啓介様～本日昼より、粥・キザミに食事形態を変更している。

・鈴木　恒夫様～初外来日：H29.1.17(火)11：00予約　青南病院への通院となる。

・丹波　清様～八戸市立市民病院受診。次回1/17(火)8：00受診予定。朝食は早出しの

為、レストランへ取りに行く事。昼食は当院で摂取。

＜隔離患者様ケース検討＞
・木村　格治様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察行っている。開放観察中、他者への干渉はなく、部屋で書き物をする事や、臥床している事が目立っている。妄想発言も聞かれず穏やか。引き続き、精神症状の観察を行い、処遇改善を図れるよう介入していく。
＜要注目患者様＞

・畑中　成夫様～女性スタッフの名前を出し、「聞いてる？聞いてないの？良かった」等話してくる事がある。患者様とのトラブルはない。引き続き、逸脱行為がないよう見守り・介入していく。

・中居　松男様～昨日、病状悪化に伴い、Aユニットへ転入。本日深夜帯、不眠で経過し、他室侵入、易怒性、粗暴性が見られている。本日、日勤帯ではウロウロしているが、他者トラブルはない。食事の拒否があり、各食1/5程度の摂取。易怒性はない。引き続き、服薬状況や食事量、精神症状の観察を行い、他者トラブルに注意していく。

・三浦　久司様～部屋内の乱雑さが著明であり、整理、整頓の介入をするが、自身で片付ける事ができない。また、紙コップに唾を吐き、溜め込んでいる事もあり、不潔傾向。清潔面での介入が必要。

・澤村　彬様～余暇は臥床傾向。弄便行為はなく、他者トラブル等はない。

・續石　啓介様～排便回数が多く、オムツが不足している状態。「はぴあ」には連絡している。また、惣菜類の発注は許可しない事。発注量を考慮する事。（感染症等が流行する時期、面会でも断っている為）

・聖前　富次郎様～昨日準夜帯にて、帰宅要求、他室侵入等が著明。継続指示（ルネスタ、リスペリドン内用液）にて対応。本日、日勤帯では不穏さはなく経過。引き続き他者トラブルに至らないよう見守り・介入行っていく。

・寺地　啓喜様～昼食後、下膳をせず天井を見つめる事がある。幻聴様の発言は聞かれるが、日課への支障はない。引き続き精神症状の観察を行っていく。

・小笠原　澄子様～日中の眠気があり、食事は声掛けを要している。余暇は臥床傾向。幻聴や妄想に左右された発言は聞かれず経過。

・竹内　功様～診察にて、「薬を飲みたくない」と訴える。担当医より、必要性を説明さ

れるが、説明に不満を訴え、昼食後薬を拒否している。時間を置いて対応

するが、拒否が続き、拒薬時の継続指示が追加となっている。

＜新入院患者様情報＞

氏名：馬場　清 様

　生年月日：S34年4月20日　57歳

　　　性別：男性

　　主病名：若年性認知症疑い

　　　病棟：東病棟Bユニット

　入院形態：医療保護入院

　　主治医：伊藤Dr

　　平成28年3月脳梗塞発症しおいらせ病院にて入院治療を行ったが、左の視野障害が残った。以降、日常生活へ支障をきたすようになり、再就職困難、経済困窮、生活支援を要す状態であることから、町役場職員の介入で当センターへ相談があり、平成28年11月29日初診。精査目的にて青森労災病院にて検査施行している。今回、精査の結果含め当院での入院治療希望され、本日10：30受診し、東病棟Bユニットへ医療保護となる。

・LTセット：プランＢ　パンツは家族が持参

・買い物カードなし

